
基礎 OR／OR 演習 第 5 回 
 
第 5 回演習課題 
 
演習課題 5.1   (1)以下の Dijkstra 法のアルゴリズムに従って、最短路を求めよ。なお、πi（現在の

反復までに求められた点 i への最短距離）は空欄に記入し、 pi（現在の反復までに求められた点 i 
への最短路の直前点）はネットワークの辺に記入せよ。 

• ステップ 1 ： π0=0, πj=∞  ( ｊ ∈V－{0}), M={1,2,...,n},  i =0 
• ステップ 2 ： M≠φ（空集合）でない場合(i)(ii)(iii)を繰り返す 

(i) j∈M に到達する直前点を可能なら仮に i とする。  
j∈M に対し πj >πi+cij ならば πj =πi+cij , pj=i  

       (ii) j∈M への暫定的最短距離から最小の min j∈M πj = πk となる k を求める。 
       (iii) k を M から除く、i=k とする(k からの探索を行う)。 
(2)課題 5.1(1)の最短路問題を線形計画問題として定式化せよ。また、この問題の双対問題を

示せ。さらに最適解において、相補スラック条件が成立することを示せ。 
 
演習課題 5.2 工場 4 か所から倉庫 3 か所への輸送問題を考える。工場 i から倉庫 j への単位

輸送量あたりの輸送コスト, 工場 iからの供給量, 倉庫 jの需要量は表のように与えられてい

る。最小費用となる各工場から各倉庫への輸送量を求める。 
(1)ハウザッカー法により実行可能解を求め、表に輸送量を記入し、総輸送費用を求めよ。 
(2)飛び石法により解を改善せよ。 
(3)改善された解が、最適解であることを示せ。 
(4)この問題を線形計画問題として、単体法で解け。 
 
 
第 5 回宿題 （提出期限：次週月曜 13 時 00 分；経営実験室） 
 
宿題 5.1 練習 3.7 および練習 3.8（テキスト p.105）を解け。 

 

（発展的課題 5.2 最小全域木を求める Kruskal 法において、どのように閉路を検出すればよ

いか。簡潔に示せ。） 
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